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１．コーパスと『１００語』と私

１．１．コーパスとの出会い

コーパス（corpus）とは実際に使用された言語テキスト（書かれたものや話された

もの）を目的に応じて一定の科学的な方法で標本抽出しコンピューター処理できる形

式に収集した言語データベースである。私は大学時代の趣味は｢辞書収集」であった。

大学３年時点で、３００から４００冊くらいの英語辞書を所有していた。すべて古本

屋などで買いあさったものである。自分は集めるのが趣味であったから、１９８７年

（大学院在籍時）にCOBmLDの英語辞典初版が出版され、「数千万語の実際に使わ

れた英語テキストを集めて、それをコンピューター分析して作った」と聞いた時に背

筋がぞくぞくつとしたのを今でも覚えている。それ以来、英語教育の関連分野として
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辞書編纂や辞書学に興味があった自分は、９０年代前半に欧州のコンピューター辞書

学セミナー（COMPmX,Euralexなど）などに相次いで参加し、コーパス利用の動

向を身をもって感じた。同時に、英語教育分野でこのテクノロジーを利用する有効性

を感じ、１９９２年ごろから英作文データをもとに｢学習者コーパス(learnercorpus)」

の本格的な作成に取り組んだ.このへんから「コーパス言語学」をかじっているだけ

ではダメだと感じ、一念発起して勤めていた大学を辞め、３年間英国ランカスター大

学言語学科博士課程でコーパス言語学を修めた。

１．２．空前の語彙ブーム

この１０年くらいで言語学・言語教育の分野は空前の語彙ブームを迎えたと言って

も過言ではないだろう。言語学は潮流が統語論一辺倒から意味や語用、そして語彙部

門（lemon）に関心が広がっていき、言語理論も画一的itj：intuition-basedな考え方

からusage-basedなものが注目を集めてきている。さらに、インターネットなどによ

る大量の言語情報の利用が出来るようになり、言語資料の考え方は大きく転換を迫ら

れるようになってきた。

言語教育においては、文法中心から語彙中心へシラバスの考え方などがシフトして

行った。また第２言語習得研究も単純に統語論中心の第１言語習得の追従だったもの

から、語彙習得研究などは独自の領域を開拓するようになった。さらに前述の

OOBmIDに代表されるようなコーパスを利用した英語辞書編纂の躍進、電子辞書や

オンライン辞書の普及などの言語教育環境の変化によって、言語資源の重要性がクロ

ーズアップされるようになった。

１．３．日本にコーパスを浸透させる３つの柱

９０年代半ばから私がコーパスの存在を知れば知るほど、これを外国語教育に用い

る方法をきちんと考えなければいけない、と思わされた。渡英する前後にアルクの学

習語彙表を作成したいという依頼を受けて、コーパスを利用した語彙表作成の指導を

した。これがStandardVbcabularyListl2000という語彙表になる（全体監修は金谷

憲氏)。さらにこの頃、『現代英語教育』（研究社）に「学習者コーパスと英語指導」と

いう連載を１年間にわたって掲載した（１９９８年４月～１９９９年３月)。ちょうど

ミレニアムを英国で迎え、その頃にさらに１年間にわたって『STEP英語情報』で「学

習者コーパス入門」という連載を行う。これらの連載記事を読んで、中学高校レベル

の先生方でコーパスに興味を覚える方々が多く起こされた。

２００１年に帰国して、明海大学に勤めることになるが、そこから大きなランドマ

ークとなるような仕事にいくつか関わることとなる。それを３つの柱を立ててまとめ

てみる。
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１．３．１．大規模コーパスの大衆化

「コーパスの英語教育への普及」という旗の下、まず取り組んだのが「大規模コー

パスの大衆化｣である。このために小学館マルチメディア局とタイアップして､British

NationalCorpus(以下ＢＮＯ１億語の標準イギリス英語コーパス)のweb検索システ

ムを開発。これを小学館コーパス・ネットワーク（ShogakukanCorpusNetwork：以

下ＳＣＮ）として公開する。後にこのサービスはＢＮＯだけでなくＣＯBUILDの基デ

ータとなったWbrdBanksOnline（もとCOBUILDDirectといった）という５７０

０万語の英語コーパスも同一インタフェースで公開するようになった。この総合監修

も私が担当した。

１．３．２日本の英語教育に活かせる新しいコーパス作り

「コーパスの大衆化」と同時に掲げた目標は「英語教育に必要な新しいコーパス作

り」であった。このためにAmericanNationalCorpus（以下ＡＮＣ）コンソーシアム

設立に積極的に協力した。日本の辞典出版社８社に呼びかけて、ＡＮＯのサポートに

乗り出した。これはその後、SecondReleaseで２０００万語強が公開されている。

さらに、世界最大の英語学習者の話し言葉コーパスNICTLJLECorpusの構築を提

唱したのも私である。当時、アルクに眠っていたStandardSpeamngTbstというイ

ンタビューテストの音声データを聞いて、「これをコーパス化すれば世界が驚くだろ

う！」と考え、１０００名以上のデータを書き起こしてくれる予算を提供してくれそ

うな工学系の研究所を探しているところに、通信総合研究所（現在の情報通信研究機

構）の自然言語処理チームが協力してくれることになり、１２００件以上、約２００

万語の世界最大級の話し言葉学習者コーパスが完成するのである。

これと並行してずっと私が取り組んでいるのが、JEFLLCorpusという日本人英語

学習者による英作文コーパスである。中学１年～高校３年までの約１万件の作文デー

タを収集している。これも現在､プロジェクトは締めくくりの時期になってきており、

１万件のデータの公開に向けて整備を行っている。

もう１つ世界があっと驚くコーパスとしてProfbssionalEnglish（専門英語）のコ

ーパス構築も担当した。これはProfessionalEnghshResearchConsortium(PERC）

という産学協同の研究団体のコーパス構築部門での仕事で、特に科学技術英語の学術

論文コーパスを全件著作権処理を行って研究用に公開する、という偉業であった。こ

れは既にほぼ完成し、前述のＳＣＮで公開する方向で整備中である。

１．３．３．コーパスを利用した英語教育の教材開発

３点目は、英語教育においてコーパスから得た情報をどう実際の教材や指導法に活

かすか、ということの実践である。まず、２０００年くらいから始まっていた大学英

語教育学会JACET4000の改訂作業がある｡それまでのJACET4000もいろいろな学
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習語彙表を総合的に扱ったよい成果であったが、今回は徹底したコーパス利用を行っ
た。そのために、BNC1emmalistの紹介､log-nkelihoodを用いた語彙表比較の分析
手法を研究斑に提案し、JACET8000作成の際のコーパス利用の基盤を作った。
そして教材開発の最も象徴的な例がＮＨＫの英会話プログラムの作成である。ＮＨＫ

は2003年のテレビ語学プログラム全面改訂の目玉として、「ラジオのように毎日学べ

るテレビ英会話」を目指した。１週間に１０分×４回、年間１００回というプログラ

ム回数が多い形式に対して、私の「コーパス準拠の語彙中心シラバス」はぴったりだ
った。

『１００語でスタート１英会話』は、幸い大変好評を博し、新年度４月号が店頭で
品切れになるなどのブームとなった。ＣＧキャラクター「コーパス君」の登場もあり、
「コーパス」という専門用語がすっかり一般大衆に浸透して行ったのであった。

２．コーパス分析による基礎語彙の特徴

コーパス言語学の解説は私の入門書（投野2006；McEnery5Xiao,＆Ibno2006）

をご参照いただくとして、ここではコーパスを利用した『１００語』という特色ある

英会話番組を３年間担当して､｢基礎語彙｣ということを考える機会が多くあったので、
「基礎語彙」の特徴とその重要性、語彙指導や語彙学習への示唆、などについて私見
を述べてみたい。

２．１．会話コーパス上位100語の分析

私が『100語』を作る時にまず直面したことは、キーワードの１００語をどのように

選定するかということであった。ＢＮＣ１億語のうち１０００万語の会話データを使って、
まず頻度リストを作成。そこから約５万７千語のリストが出来た。この５万７千語は

「異なり語（type)」と言って、例えば何万回も出てくるａやtheなどは１語として数
える。この５万７千語のうちのトップ100語、一番よく使う１００語を選んだ場合、こ

の会話コーパス１０００万語のうちのどのくらいをカバーするとお思いだろうか。実は
なんと異なり語５万７千語のうち、「上位１００語で６７％」を占めてしまう。言い換え
ると、１０００万語の会話のうちの７割弱が、１００の単語で成り立っているということで

ある。これは予想以上に多いと言えよう。非常に頻度の高い－部の単語が、繰り返し
出現するという傾向が言葉にはあるということなのだ。

つまりこれは英会話で使う主要な単語は､全て中学校で出てくるような単語である、
ということでもある。基本１００語をしっかり使いこなせれば、日常会話の約７割はカ

バーしてしまう。案外少ない言葉でいろんなことを言っているということである。こ
れがまず注目すべき第一の言葉のデータ的な特徴である。

次に、これは少々難しいが、会話に使われる単語で一番よく出てくる「100語の品

詞」を想像してみていただきたい。どの品詞が一番多いだろうか｡内訳を図１に示す。
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単純集計すると、動詞が１７個で一番多い。この１７個は我々が知っているような基本

動詞がほとんどである。その次に多いのは、代名詞と前置詞で１２個。副詞も１５個と

多く、ｕｐ､way､thenやthereなどを含む｡意外と少ないのが名詞である。名詞は１００

のうち４つしかない。これを見ると、一番よく使う単語というのは、名詞のような内

容語はあまり含まれてこないことがわかる。むしろ、文の骨組みを作る動詞、それか

ら代名詞、前置詞、副詞のような、「機能語」的なものだ。文法のコアになるようなも

のが多いというわけである。

図１：１００語の品詞内訳

これ以外に興味深いのは、ニュアンスを加える助動詞が６個も入っている点である。

この助動詞を見ると、ｗ、、can、ｍａｙ以外に、would、could、shouldなども入って

いる。これは案外、日本の中学校だときちんと指導しないのだが、couldやwouldな

どの法助動詞は丁寧表現や予測したりするような際、少しぼやかして言ったりするよ

うな際に多用する助動詞だ。

また接続詞も９個も入っている。１文ずつボツボツ話すのではなく、こういう接続

詞で文と文をつなげて、自分の言うことを拡充していく使い方が会話ではとても重要

だということを示している。このように見てくると、１００語と言ってもその中には我々

が中学校で教えているけれども、あまりきちんと扱っていないようなものも結構含ま

れていることがわかるだろう。会話の素になっているような語彙の要素を考えると、

こういう助動詞や接続詞が案外重要だということを頭に入れておくとよい。まとめる

と、会話の６７％を占める上位１００語は、「動詞十文」の骨組みを作る機能語であるか

ら、まず「文の骨格を決める動詞」と「会話を組み立てる機能語」をマスターするの

が非常に重要だということがわかろう。そのメリハリが、自分の中でできてくると、
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また英語のとらえ方も変わってくるのである。

２．２．上位2000語までの分析

では、100語から先はどうなるのであろうか？試しに、先ほどの会話デー

ぐらいをカバーするには、何語あればよいか、調査してみた（図２を参照)。

先ほどの会話データの９０％

三楚基本：＝＝･園･＝＝･の認識央日ロ

宜刀の

四m、

”船

nmm 甜卍

9,mm 〃昭

ま2000‐てｇ三｜、．曰１程昔の吉一一

'２０００＝土、大琴入三式センター：.、

８５０はカバー

図２：２０００語までの会話カバー率

同じＢＮＣ1000万語のうち上位２００語で７４％、上位５００語だと８２％、１０００語だと

87％で、実は９０％を超えるには上位2000語の単語程度が必要になる。こうやって見

ると、１００語まではかなり急激に上昇するが、その後は少しずつ緩やかな上昇線を描

く。ほぼ２０００語で９割強である。この辺りの語彙は、高校１年生ぐらいで習う語彙

であるから、高校１年程度で大体会話の９割ぐらいを占めてしまう、ということにな

る。そして統計データによると、２０００語あると、ニュースに出てくるような英語の

85％ぐらいもカバーできてしまう。2000語というのは、けつこう英語が形になってく

るようなレベルといえる。しかし、最初の１００語で割合がぐんと増えるのだが、その

後は２００，５００，１０００といっても、少しずつしか上がらない。これは「ジップの法則

（Zipf'sLaw)」といって、ものすごく少数のものが全体を占めてしまい、その後その

数を増やしていくと割合はあまり上がらなくなってしまうという、言語の語彙分布だ

けでなく、社会事象全般の傾向にも当てはまることが知られている。であるから、こ

の最初の１００語は、機能語を中心に文法的な役割を果たして何度も頻繁に出現するけ
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れども、そこから先はあまり急激には増えなくなってしまう。その心はというと、文

法的な単語が最初の100,200ぐらいに集中していて､あとはどんどん内容語(content

word：名詞、形容詞など）になるということ。であるから、この２０００語のレベルの

頻度分析をすると､興味深いことに2000語の約半分は名詞だということが判明する。

100語レベルだと名詞はたったの４個、つまり１００語だと名詞が４％しかなかったの

に対して､２０００語ぐらいまでになると５０％が名詞になってしまう。であるから、２０００

語程度を覚えている人というのは、約１０００の名詞で、いろいろな内容に応じた単

語も徐々にトピックに応じて言える基礎的な力がついてくるのだとわかる。そして、

高校１年程度の教科書に出てくる言葉を超えていくと、英語の本当の力がグッとつい

てくるようになるわけだ。2000語を読むぐらいから、テキストのカバー率が安定して

８割弱ぐらいになる。であるから、会話や基礎的な英語力の基準値として２０００語と

いうようなことがよく言われるのである｡例えば､ロングマン等の英英辞典は､約２０００

語の定義文で書かれているが、これは２０００語ぐらいで何となくいろんなことを言い

換えて表現できる基礎的な力がつくということの証左だ。我々も、この２０００語が自

由自在になっているかということを、一つの自分の英語力のバロメーターにしたい。

３．語彙の特徴をとらえた学習法

我々は普段、単語をどのように勉強しているだろうか。受験勉強で単語帳をひたす

ら暗記したという人もいるかもしれない。それから今、いろいろな種類の単語集が出

ているが、それらを利用している人もいることだろう。ここでは、単語学習のコツに

ついて、先程のコーパスでわかったことを元に、少し考えてみたい。

３．１．語彙学習の良いイメージ、悪いイメージ

まず、これはよく私が中高の生徒達や先生の研修会などで話すことであるが、単語

学習の典型的な悪い例は、単語が一律全てマスに入っているようなイメージだ。ここ

が終わった、ここも終わったという感じで、マスを１つ１つ塗りつぶしているような

感じである。このイメージで単語を勉強している人は、重要な単語とそれ以外の単語

の区別がついていない、みんな同じマスに入っているように見える、というような感

じである。これだと方法も一辺倒なので、学習効果も半減してしまう。英語力の鍛え

方は、こういうマスの発想ではダメである。どちらかというと、「木」のような発想の

ほうがいい。どういう木かというと、図３のようなイメージである。
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星.五力のイメーン:木の＝孚 枝巣

図３：英語力のイメージ

説明したように、英語の土台になるような部分は、この幹のようなものを構成する語

彙なのである｡会話で７割を占める100語ということを述べたが､この幹の部分は１００

語程度の文法の核（コア）になるような語彙（動詞など)、および機能語類からなる。

それから他の枝葉になる部分は、フサフサと豊かに繁って欲しいわけで、そこは名詞

や形容詞のような内容語にあたる｡であるから、こういう枝葉の語彙と幹の語彙では、

学習法を分けなければならない。そういうイメージを、まず我々は持つべきである。

３．２．「単語を知っている」ということ

ここまで来て、これらの１００語などは既に意味も知っていて勉強するに足らない、

という人が出てくるかもしれない。では、「単語を知っている」ということは、どうい

うことなのだろうか。そのことを、少し考えてみよう。例えば動詞のhave。これは

ｂｅ動詞の次に頻度が高く、どんなコーパスでもトップ１０に必ず入ってくる重要動詞

である。ｈａｖｅは誰でも知っている単語といえよう。Ｈａｖｅは後ろに目的語として名詞

を伴い「～を持つ」という意味になる。では、このｈａｖｅの後ろに来る名詞で、ネイ

ティブ・スピーカーがよく使う名詞はどんなものがくると思われるだろうか。こうい

うとＩｈａｖｅａｐｅｎ・のような文がすぐ浮かんでくるかもしれないが、Ｉｈａｖｅａｐｅｎ､では

もちろんない。これを中高の英語教員研修などでよく話題にするのであるが、５つの

うち３つ当たれば、かなり英語の感覚が鋭い人だと言える。断っておくと今回お示し

するのは前述のＢＮＣ話し言葉セクションを基にしているから、イギリス英語だとい

うことをお断りしておく。それではトップ５を見てみよう（図４参照)。
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の－全よく用

ａｃｅ

ｒｏｅｍ

図４：ｈａｖｅ＋名詞ｔｏｐ５

まず第５位は、problemだった。これはhaveaproblemで「～は問題がある」という

こと。それで「困ったことになった」という意味になる。例えばIhaveaproblemwith

mybike.と言えば、「ちょっと自転車の調子が良くない｣、Ｉｈａｖｅａｐｒｏｂｌｅｍｗｉｔｈｍｙ

ＰＯなら「パソコンの調子が悪い」というように使う。Problemという言葉は比較的

日常的な会話でもよく出てきて、小さな子供でも使うのである。第４位はmoneyｂお

金があるとか、ないとかということを言う。第３位はplaceで、行く場所があるとか、

どういうところに用事があるとかいう時に使う。第２位はｔｉｍｅで、これも時間が十分

ある（haveenoughtime）とか、時間がない(havenotime)という時に使う。第１位

はイギリス英語ということもあって、なかなか想像つかなかったかもしれないが、正

解は1o０k゜これはhavealookというフレーズで、このlookは動詞の名詞形。アメリ

カ英語だと「takealook」という方が多いかも知れないが、イギリス英語だとhavea

lookという言い方で「見る」という意味になる。

この手の単語のリストを整理すると、案外面白いことがわかる。「haveの顔を知る」

ということである。（図５参照）
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Ｈａｖｅ言

図５：ｈａｖｅの「顔」

haveは｢持っている」という意味だが､後ろにくるものを見ると､moneyichndren,ｈａｉｒ

など､比較的目に見える具体的なものはランキングの２０ぐらいにごく小数しか出てこ

ない｡教室環境ではIhaveapen・で導入するが､教室から－歩出て､実際に会話でｈａｖｅ

を使おうとすると、目に見えるものを目的語に持つのは案外少なく、「時間や場所」

(time、place、chance、opportumty)、「ある種の経験」（difl6iculty、problem)、「考

えや興味」（idea、interest)、「仕事」（job、work）というようなものが多い。また第

１位だったhavealookタイプのｈａｖｅが軽動詞の用法（haveachatなど）が出てく

ることが多い。

３．３．「深さ」を意識した語彙指導

このように「Ｉhave～」というと「何か持っています」というのでもう卒業だ、と

思うかも知れないが、実際の日常会話でネイティブ･スピーカーはｈａｖｅに関してもっ

と進んだ、深い使い方をしているのである。そういう意味で、表面的に「持っている」

というのを知っているだけだと､中学レベルの最初のhaveで知識が止まってしまって

いて、そこから語彙知識に深みがない。進化しないまま、大学生になってしまったな

どという人も多いのだ。であるからＮＨＫの『100語』を放送した時に、このような

キーワードのコーパス・ランキングを見ると、「これはあまり知らなかった」と、視聴

者が新鮮に感じてくださったわけだ｡Haveは中１で出てくる基本動詞であるが、一番

よく使われる用法《つまりネイティブのような使い方のｈａｖｅを極めるには、まだ何ス

テップか学習を深めていかなければならない。

指導法的にいえば、導入時の語彙指導で、Ｉｈａｖｅａｐｅｎは、それはそれでいい。け
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れども教室環境での使い方から、徐々にステップアップしていくような指導を、こう

いう基本語彙について、きちんとしなくてはいけないのに、そういうことをきちんと

しないから、高校や大学に行っても、相変わらずＩｈａｖｅａｐｅｎ的なレベルで留まって

いる。そしてｈａｖｅは何万回も何十万回も会話で出てくるのに、あまり自分ではｈａｖｅ

を使った表現を使えなかったりする。そんな意味で、当たり前の単語だと馬鹿にせず

にじっくり深く学ばなければならない語彙もあるのだということを、ぜひ教師は確認

すべきなのである。

まだ世界的に見ても、英語教科書できちんと基本語が手当されており、導入からレ

ベルが上がると用法がターゲットのネイティブの用法にまで自然に進化していくよう

な語彙中心シラバスのテキストは、未だに作られていない｡･そのような意味でコーパ

スデータを見れば、こういうところを基本語でしっかりカバーすべき、というところ

がわかってくるわけである。それで、Ｉｈａｖｅａｐｅｎ・から進んで、こういうフレーズを

いろんな形で使いこなせる練習を、きちんと仕込んだような教科書が出てこないと、

100語で会話の７割と言っても、その１００語の使い方が非常に深いわけであるから、

その深い部分をきちんとやるようなトレーニングができないまま中学高校と行ってし

まうことになる。「何をどこまでやればいいのか」という点に関して、辞典を見て全部

九暗記しろと言ってもそれは無理なので、コーパスが学習内容の重要度基準を示すの

に非常に威力を発揮するところであろう。

私の『100語』では、このような視点から１００の単語を選ぶだけではなく、その１００

の単語が抱えているいろいろな特徴をコーパス分析した結果、教材化している。私は

１分間しか出演せずに目立たなかったが、プログラムの内容やテキストは全面的に私

が執筆した。恐らくそのへんの語学テキストの中で、データに基づいたという意味で

は一番凝った作りだと自負している.

例えばｓｈｏｗという動詞を例に取ると、これも２種類の情報を切り出している（図

６参照)。一つはshowの動詞の直後に、どのような文型パターンが来るかというコロ

ケーション（collocation）を抽出している。「show＋名詞」と「show＋人十名詞」で

は、「名詞」の位置にくる単語の種類が違う。例えば、直後に間接目的語で人が来ると

次の名詞はvideoなど実際の具体的なものが来ることが多いが､showの後ろにいきな

り名詞が来る場合には、もっと抽象的なもの（例えばshowevidence、ｓｈｏｗrespect、

showinterestなど）が来る。つまり、文型パターンがわずかに違うだけで、後ろに来

る名詞のパターンががらりと変わる。そんなことはデータを見ないとわからない。単

に「show＋人十名詞」と覚えてもダメなのである。
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図６：ｓｈｏｗから切り出すコーパス情報

もう一つは、Ｓｈｏｗを含む単語の連鎖。例えばShowというのを含んだ２語とか３語

とか４語とかの連鎖の切り出しだ。こういうのを専門的にはクラスター（cluster）と

いうが、そういうクラスターを出した情報を元にデータを作るわけだ。図７はｓｈｏｗ

を元にした名詞のリストの例。

図７は私が監修している小学館コーパス・ネット

ワークの機能の一部であるが、これで先程の。ロケ

ーションデータを出し、かつ、ｓｈｏｗの前後に来る

名詞のパターン、またＩＵｓｈｏｗｙｏｕｈｏｗのように

５語の連鎖を出すことが可能だ。（注：ｍはここで

は２語にカウント).このようにクラスターを抽出す

ることによって、例えばｍｓｈｏｗｙｏｕｈｏｗという

ような言い方がよくされるという情報を取り出す

ことができるわけだ。

まとめると、「幹になる単語は使いこなしが大事｣。

だからじっくり深く学ばないといけない。内容に関

する単語に比べると、幹の単語は練習も大変だし、

長い時間をかけて身につけなければいけない。だか
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図７：ｓｈｏｗのクラスターら今でもｈａｖｅの使い方が十分でない人がたくさん

いるはずだ。そういう人は、会話の中でのｈａｖｅを

少し意識して、基本語だからもう少しきちんと勉強するようなトレーニングが実は必

要である。何度も出会い、何度も練習し、単語のいろんな使い方と顔見知りになるこ
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と。コーパスを使った英語教材もそういうトレーニングの役に立つはずである。

４．枝葉を作る単語の学習法

最後に、枝葉を作る単語の学習法の話をしよう。この葉っぱは、前述したように幹

の単語とは違って、葉はたくさん増やさなければいけない。最低２０００語で会話の９

割だが、読むためにはやはりもっと必要になってくるであろう。2000語以上のレベル

の単語は、見て意味がわかればいいものが中心になる。例えば、大学入試を経験した

人は、大学入試レベルの単語だと、恐らく２０００語ではあまり読めないという感じが

すると思う。３０００語、４０００語ぐらいだと、いろいろなテキストを読んだ時に、推測

したりしやすくなってくる語彙量である。そこで最初、2000語以上の「枝葉」を増や

すためには単語帳方式で、１対１で覚えるのもいいと私は勧めている。１対１で覚え

るというと、「昔風の覚え方ですね」と言われるかもしれないが、やはりそれにも段階

があって、最初は意味だけでよく、見てわかればいい。しかし２０００語レベルがマス

ターできるような段階になったら、徐々に３０００語レベルでも発表語彙として使用で

きるようになるために、受け身的な語彙（いわゆるpassivevocabulary）から、自分

で使いこなせる語彙（activevocabulary）に転換していくようなことを、少しずつし

ていくのである。入口は１対１でも、その後の手当てをしていけば大丈夫だというこ

とだ。

ただ、たとえば将来塾講師や家庭教師をする人は覚えておいて欲しいのだが、１対

１で覚えさせたりしていると、これは丸暗記になる。丸暗記は忘れてしまいやすい。

そうすると、やり方をちょっと工夫したほうがいい。語彙指導のいろいろな研究がな

されているが、記憶のメカニズム的に言うと、短期間で繰り返すよりも少し間隔をお

いて年に５，６回復習するようにしたほうが効果的。例えば、試験の１カ月ぐらい前

に、集中的に繰り返しやったりする人がいるが、そういう覚え方よりも、もう少しイ

ンターバルをおいて触れる方が効果が高い、と研究では言われている。つまり短期集

中型で一夜漬けのように覚えても案外忘れてしまう。そうではなく、むしろもうちょ

っと長いスパンで、同じようなセットを繰り返しやる方がいい。だから単語集を学校

でやっている中高の先生にも、よく私はこういうアドバイスをするのだが、その１冊

の単語集を１年間で１回だけやるような方法は勧めない。そうではなくて、その単語

集を１学期で１冊終えてしまい、２学期でもう１回、３学期でもう１回やるような感

じのインターバルの置きかたのほうが､語彙を覚えるのにはいいのである。これを「リ

ハーサル効果」と言う。何か自分で語彙を増やしたいとか、資格試験で点をとりたい

と思う人は、単語に繰り返しインターバルをおいて出会うほうがいい、と覚えておこ
シ

フ。
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４．１．プレイン・ストーミング・マッピング

枝葉を作る単語学習法を私なりにいろいろ工夫しているが、ここでは２つだけ紹介

しておこう。１つはプレイン・ストーミング・マッピングという方法。

「プレイン・ストーミング・マッピング」は新しく出てきた単語と、既に知ってい

る単語を頭の中で関連付けて記憶する練習方法だ。脳の中にはメンタル．レキシコン

（mentallexicon）といわれる語彙の倉庫のような所があって、単語がどのように格

納されているかということに関する研究がいろいろされている。そして単語間には意

味的なネットワークが存在すると言われている。例えば「ディズニーランド」と聞い

たら人によって思い出すことがいろいろあるだろう。ディズニーランドに行った時の

楽しい経験や、夜見た花火とか、お士産とか、恋人とケンカしたこととか、さまざま

な記憶を思いおこすかも知れない。そういう経験というものは人間誰にでもあって、

ある単語や何かから様々な記憶や経験、そして関連するようなものが脳の中に連鎖さ

れている。同様に言葉も「ディズニーランド」→「舞浜」→「浦安」→「明海大学」

（という連想をする人は少ないと思うが…）ネットワークがある。そういうネットワ

ークの中に、新しい単語を取り込むような操作をする練習方法なのである。

プレイン・ストーミングは、特に決め事をせずに自由に頭の中で発想したことを出

し合うような議論のこと。これを単語学習にも使ってみようというわけだ。そしてマ

ッピングというのは、単語から連想するものをいろいろ書き出す方法である。例えば

自分のトレーニングのために１日１本ぐらい英字新聞の記事を読んだとする。その中

でちょっと気になった単語があると、まず辞書で引いてみる。そして単語の重要度を

確認してみる。自分が知らないようなランク、例えば３０００語ぐらいでも重要な単語

だという印がついていた場合、これは覚えたほうがよい。そこでその単語をピックア

ップして、それを元に、次のようなことをする（図８)。

まず、真ん中のところにその単語（例えばstorm）を書き、その単語から想起する

単語を何でもいいからどんどん書き出すようにする。例えばramwind、thunderな

どの単語を書く人がいるかも知れない。あるいは、heavystormのように形容詞を思

い出す人もあるだろう。このように、とにかく思い浮かぶものをたくさんマッピング

していくうちに、自分の知っている既習の単語とターゲットになる単語stormを思い

浮かべる経験が積み重なっていき、頭の貯蔵庫（メンタノレ・レキシコン）に関連づけ

ながら格納されていくのである。なお、このタスクにあまり時間をかけ過ぎてはいけ

ない。せいぜい数分で集中してやるとよい。例えば、電車の中でレポート用紙か使い

古した紙の裏に、１０個か２０個ぐらいでも、書きなぐってみたりする。こうすると、

案外他の単語と一緒に、その単語を覚えている。「storm＝嵐」というように１対１で

覚えるよりはずっといい。是非試してみていただきたい。
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図８：BrainStormingMappmgの例

同義語storm-rainのような、

,）という。そういう，

単語を思い出す時には、２通りの思い出し方がある。

的な連想。これはパラデイグマティック（paradigmatic）という。そういうパラディ

グマテイックな連想と、storm-heavyのような横の連結的な発想、これをシンタグマ

ティック（syntagmatic）というが、その両方を使って、単語を取り出す練習をすると

よい。

４．２ワード・フォーク

もう一つはワード・フォークという練習方法。図９を見て欲しい。ワード・フォー

クはどちらかというと、プロダクテイブに覚えた単語をもっと使いこなすために役立

つ練習方法だ。。ロケーション（単語と単語の連結）をモードにして関連の語彙を整

理していくやり方で、例えば、ある名詞を覚えると、それ単体だとつまらないので、

その名詞がどんな形容詞と一緒に使われるか、あるいは動詞だったらどんな目的語と

一緒に使うか、を整理していくわけだ。つまりいろいろフレーズを作ってみて、セッ

トで覚える方法といえよう。なぜワード・フォークと言うかというと、練習するタス

ク・フォームがフォークの格好をしているからだ。

－２３－



コーパスと「100語」が教えてくれたもの

ＷｏｒｄＦｏｒｔ｢ａｔｅ

図９：WbrdForkStrategyの例

これはMiChaelMcCarthy等の語彙研究のテキストにはよく出てくるので、私の専

売特許ではない。図９にあるように、schoolという単語を書いておいて、schoolの前

にくるいろいろな単語を想起させて「～school（～学校)」というフレーズを考えさせ

るわけ。そうすると、ぱっと出てくるものもあるが、「あれっ、あの○○学校って、英

語では何というのだろう？」と日本語では浮かぶのに英語だとつまってしまうものも

出てくる。そういう時に、和英辞典でチェックするといったことを一緒にやってみる

わけだ。例えば図９の例に示すように、ｈｉｇｈschool以外にdrivingsChool（自動車学

校)､medicalsChool(大学の医学部)、nightschool(定時制)など､あまりすぐにschool

の種類で出てこなかったりするものもあるだろう。このように最初は英語で思いつく

ものを書けるだけ書いて、その後、どうしてもわからない日本語で浮かんでくるフレ

ーズを和英辞典で調べてメモしておいたりすると、こういった総合的な体験がフレー

ズのセットで覚えることや、新しく和英辞典を引いて覚えた学校の種類などの英語フ

レーズの定着に貢献するのである。

このフォークの向きを逆にして、schoolの場合、schoolteacher、schoolunifbrm、

sChoolbuildingなど、school＋名詞の複合語を考えさせる。すると、例えば「学則っ

て何て言うのかな」とか自分で考えた時に、わからないことが出てくる。そういうも

のを和英辞典でちょっと調べてschoolregulationなどという普通だと難しいと感じる

ようなフレーズが整理できたりする。

こういう語彙の活用度の高い整理の仕方をしておくと、一つの単語を覚えながら、

そこからどんどん広げていくということができる。英語力の木のイメージを再度思い
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出してみよう。枝葉の部分はこのような感じで、どんどん繁らせる工夫をしないとい

けない。こういった語彙学習の方法を上手く使い分けて勉強していくと、幹は幹でし

っかり太くなるし､かつ枝葉もフサフサ茂って姿の良い木になる、と思うわけである。

５．おわりに

この小論では、私のコーパス言語学研究の応用として英語教育の教材開発で得た知

見、そして英語語彙学習へのヒントを紹介してきた。『１００語』の後、「コーパス」

という言葉は市民権を得た。教員研修などでも「コーパスで何か話して欲しい」「具体

的なコーパスの使い方を教えて欲しい」という要望が増えた。またコーパス言語学研

究の裾野も拡がってきたといえよう。

日本国内ではコーパス言語学はずっと関西の方が活動の中心であった。現在も大阪

大学、立命館大学など、コーパス言語学に強いスタッフを集めている研究機関がある

のも関西である。この関西英語教育学会の発展のためにも、関西のコーパス言語学の

研究者たちが、英語教育現場にどんどん知見を還元させて、素晴らしい共同研究の実

が結ばれ、そしてそれが日本の英語教育を変えていくようなビジョンを関東人として

期待しながら筆を置きたい。
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